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15期　倉田　伸二
　志木会主催の卒業50周年と25周年を迎
えた15期亦楽会と40期の皆さんを集め
収穫祭の時期に合わせたホームカミング
デーに参加いたしました。我らが亦楽会
のメンバーは25名でしたが、そのうち5
〜 6人は何と卒業後初めて志木高に来た
という方がおり、その変わりように皆驚
くばかりのようでした。開始1時間前に
校門周辺に集合し1時間ほど三々五々校

内散策、収穫祭の展示を見るなどいたしました。3階会議室での懇親会で懐かしい元教職員の
方との懇談もいたし、お開きの後はA組吉原良一君が志木で経営している結婚式場ベルセゾン
の喫茶スペースでドリンク＋自家製ケーキで打上げ会を行い解散いたしました。
　このような企画を続けていただいている志木会、そして志木高の皆さまに御礼を申し上げま
す。次招待される25年後、我々は93歳、94歳となりますが、次回も是非元気で参加すること
をこれからの目標として長生きすることをと一同の約束事としたいと思っております。

●vol.

　今回で11回目を迎えますが、収穫祭の1日目に卒業25周年および卒業50周年の方々をお迎え
して、合同ホームカミングデーを開催いたします。
　懐かしい教員の方々、志木会会員の皆様との懇親を中心に簡単な立食パーティーを行います。
16期＆41期のみなさまはお誘いあわせの上、奮ってご参加下さい。
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慶應志木会会報

生徒会収穫祭実行委員会 委員長　尾熊　太郎
　皆さんこんにちは。平成28年度収穫祭実行委員長の尾熊太郎と申します。
幹部たちと話し合った結果、今年のテーマは『Fancy	Dress	Carnival』に決まりました。これ
はハロウィンの代名詞であり、日本の文化にもなりつつある仮装行列（Fancy	Dress	Party）に、
参加型のお祭りという意味の『Carnival』を付けた造語です。たくさんの方に自由に参加して
もらいたいという思いを込めて考えました。
　今年は今までになかった新しいことに挑戦していく、変革の年にしたいと思っています。
OBの方々や近隣住民の方々に「やはり慶應志木は素晴らしい。」と再確認していただけるよう
な収穫祭を作っていけるよう今年も全力で頑張りますので、応援をよろしくお願いします。

　本年の収穫祭は10月29日（土）30日（日）に開催されます。
詳細は志木高ウェブサイトか志木会メールマガジンをご覧ください。

　同窓会への出席、同期会での景品など、志木会オリジナルグッ
ズをぜひご利用下さい。
　ゴルフボール、ニットタイ（右写真）、マフラー（左下）、ラ
ペルピン、ゴルフマーカー、折りたたみ傘などがございます。
写真や詳細は志木会ウェブサイトをご覧下さい。
　購入希望の方は、品名、数量、氏名、住所、電話番号、メー
ルアドレスを志木会事務局まで連絡ください。代金の振込先と

合計金額と送料をご連絡い
たしますので、入金が確認出来次第品物をお送りします。
　なお、数量に限りがありますので売り切れの際はご容
赦ください。また複数の品物をご希望の場合には割引価
格を適用します。

志木会事務局 メール：info@keio-shikikai.jp
TEL 048-471-1959　FAX 048-471-1974

志木会オリジナルグッズのご紹介

収穫祭のお知らせ収穫祭のお知らせ収穫祭のお知らせ
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ここはいつも変わらない。同じ風景、同じ時間が
流れている。それを皆で共有できる。そんな場所に
いつの間にかなった志木の森ツアーである。森を管
理されている吉田さんやスタッフから説明を受けな
がらの林業体験。のこぎりを使っての枝打ちや間伐
におっかなびっくりの初参加者とちょっとだけ経験
があるリピーターと呼ばれる上級生。協力しながら
あーだこうだ試行錯誤しながらも楽しく汗を流す。
今年は梯子をかけて、4mくらいの高さの枝打ちをし
た。生徒たちと一緒に私もさせてもらったが、けっ
こうな高さでなかなか怖い。しかしそれだけ時が経ち、木々は少しずつでも着実に成長しているのだな
と肌で感ずることができた。夜は恒例となった森のセミナー。吉田さんからのこれからの新しい林業の
お話や、引率教員からの森に関わる特別講義である。今回は国語の中地教諭からの「となりのトトロ」
に秘められた日本の神道のお話だった。普段の授業とは異なり、森の中で聞く森の講義はどことなくシ
ュールさもあって生徒たちも興味深く耳を傾けていた。そして毎回お楽しみであるカヌー、サイクリン
グなど自然の中でのレクリエーション、熊野古道ハイキング、鹿肉のバーベキュー、キャンプファイヤ

ーとあっという間の4日間が過ぎていく。
今回の初参加者のうち何人かが志木の森ツアーの

虜となり、次回リピーターとなってまた新たな初参
加者を指導することであろう。こうして毎回、生徒
たちは変われども、その空気、景色、雰囲気、感動、
笑いは変わらず繰り返されていくのだ。そこにいつ
の間にか絆が生まれ、その結晶としての森がそこに
存在し成長しているように私には思える。今回、志
木の森の意味が20年経って今やっとわかったような
気がしたツアーであった。

「志木の森」では、20周年記念式典を来年3月19
日に、塾長、常任理事を迎えて、現地で行う予定で
おります。それに伴い記念誌の作成も検討しており
ます。つきましては志木の森参加OBの方で、当時
の写真、資料などをお持ちの方いらっしゃいました
ら、お貸しいただけると幸いです。また式典への参
加も歓迎します。現在の成長した森を見にいらして
ください。

「慶應志木の森」20周年記念事業運営委員会

井澤　智浩
「慶應志木の森」20周年記念事業運営委員会

井澤　智浩

慶應志木の森　20周年慶應志木の森 20周年慶應志木の森 20周年
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慶應志木会会報

26期　山田　純男
平成28年3月24日　卒業40周年で、現役の卒業式に26期OB約40名が参列いたしまし
た。
卒業式が行われた体育館は我々が生徒の時に使用していたまま変わりはありませんでし
たが、我々はすっかりおじさんになって帰ってきました。懐かしい同期の面々に加え恩師
にもお会いでき、楽しいひと時を過ごさせてもらいました。卒業式後の懇親会では卒業
40周年の記念証を各自に頂戴でき感激でした。それにしても卒業式の方は終始笑いが絶
えない和やかな式典で、変わらぬ自由な校風を垣間見させてもらいました。また答辞を読
む生徒が金髪で、おいおい大丈夫か、と懸念しましたが、これがどうしてウィットに富む
素晴らしい内容で、思わず大きな拍手を送らせてもらいました。
現役生活の終わりまであと10年もない感じですが、若い卒業生のパワーを頂き、あと
もうひと踏ん張り頑張ろうと思い志木の校舎を後にしました。

卒業式に招待されて

平成27年度　卒業後40年招待　第26期生　慶應義塾志木高等学校　2016年3月24日
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　　単位：円
収　　入 支　　出

摘　　要 金　　額 摘　　要 金　　額
前 期 繰 越 金 18,001,481 会 報 費 2,334,960

会 議 費 487,091
維 持 会 費 3,342,000 式 典 費 80,000
新 入 会 費 1,800,000 交 際 費 202,316
物 販 収 入 243,195 通 信 費 26,933
幹 事 会 会 費 214,000 事 務 費 412,859
寄 付 金 31,509 事 業 費 277,213
預 金 利 息 3,188 パ ソ コ ン 関 連 費 184,637

会 費 返 却 20,000
収 穫 祭 寄 付 300,000
卒 業 式 寄 付 300,000
卒業生記念品・志木会賞 556,156
手 数 料 12,562

収 入 小 計 5,633,892 支 出 小 計 5,194,727

次 期 繰 越 金 18,440,646

合　　計 23,635,373 合　　計 23,635,373

預金残高明細（平成28年３月末現在）	 単位：円
（銀　行） （種　別） （適　用） （管　理） （残高金額）
り そ な 普　通 一　般 金　森 727,623
埼玉りそな 普　通 入会金 金　森 4,814,080
郵 便 局 振　替 会費口 金　森 5,087,334
郵 便 局 普　通 会費口 金　森 6,127,088
郵 便 局 振　替 パーティー会費 金　森 10,000
三 井 住 友 普　通 小　口 金　森 887,318
埼玉りそな 普　通 小　口 竹　内 787,203
り そ な 普　通 寄　付 金　森 0
合　計 18,440,646

監査報告
　慶應志木会会則第18条に基づき、平成27年度（平成27年4月1日〜平成28年3月31日）の会計監査を実施
いたしました。
その結果、会計処理につきましては適正に処理されていることを此処に承認します。

平成28年5月6日
監　事　　原田　　薫　
 監　事　　増山　治一郎

平成 27 年度慶應志木会 収支報告書（平成 27 年 4 月 1 日〜平成 28 年 3 月 31 日）

●vol.
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慶應志木会会報

慶應志木会　役員・幹事・クラブ幹事

■幹事■
期 卒　業　年 幹　　事
1 S.26（1951）年卒 藤井　　　淳 松本　仙太郎
2 S.27（1952）年卒 遠山　　正秀 忽滑谷　岱司 河邉　　勝利
3 S.28（1953）年卒 品川　　　仁 菅野　　光男
4 S.29（1954）年卒 藤岡　　民良 高橋　　公郎 伊藤　金次郎 三浦　　靖夫
5 S.30（1955）年卒 寺嶋　　延行 小林　　石三 関山　　　清
6 S.31（1956）年卒 真野　　信裕 松本　福太朗 茂木　　光義 梅澤　　　勉
7 S.32（1957）年卒 熊崎　順次郎 鈴木　　正治 渡辺　　　正
8 S.33（1958）年卒 青木　　宏至 品川　　宗弘 大須賀　　均 磯部　　和宏
9 S.34（1959）年卒 五老　　輝彦 佐々木　弘暢 荒井　　　浩
10 S.35（1960）年卒 馬場　　紘二 斉藤　　　彰 細井　　延昭 吉川　　忠裕
11 S.36（1961）年卒 馬渕　　祥宏 森原　　孝夫 菅谷　　正樹 西　　　光由 渋谷　　哲男
12 S.37（1962）年卒 川久保　達也 岡田　幸次郎 原田　　雄介 並木　　美和
13 S.38（1963）年卒 清水　　武寿 椎野　開八郎 山本　　雄一 飯島　　　智
14 S.39（1964）年卒 小林　　好二 築山　　正俊
15 S.40（1965）年卒 小笠原　準一 倉田　　伸二 深瀬　　啓司
16 S.41（1966）年卒 緒方　　信次 恩田　　博司 近藤　　隆夫
17 S.42（1967）年卒 荘　　　敬典 北村　　基樹 前嶋　　晶廣 野村　　　真 中村　　康二 川鍋　　二朗
18 S.43（1968）年卒 伊藤　　博行 黒田　　　豊 徳永　　　良
19 S.44（1969）年卒 中西　　廣策 鈴木　　基晴 齋藤　　治雄
20 S.45（1970）年卒 中　　　一弥 杉　　　雅俊
21 S.46（1971）年卒 飯島　　敏一 福地　　敏之 折登　　泰樹 小林　　哲男 森　　光太郎

22 S.47（1972）年卒 金子　　康雄 櫻井　　造雄 三木　　哲郎 深澤　　　澄 江夏　　雄二 増田　　　裕
城　　　　克 深井　　　昭

23 S.48（1973）年卒 夏目　　　雅 梅澤　　由起 森田　　榮一 三義　　英一
24 S.49（1974）年卒 赤木　　　均 島影　　幸有 田沼　　　潔 京本　　　修
25 S.50（1975）年卒 小川　　　洋 髙橋　　宣行 島田　　　徹

26 S.51（1976）年卒 山田　　純男 船山　　　剛 小池　　雅澄 善木　　達明 澤田　　尚史 中川　　龍士
渡辺　　規人 荻原　　弘幸

27 S.52（1977）年卒 鬼頭　真一郎 永井　　利宗
28 S.53（1978）年卒 伊能　　重雄 池田　　欽哉
29 S.54（1979）年卒 鳥羽　　克治 清重　　利昌 池上　　忠嗣
30 S.55（1980）年卒 岸田　　一男 原田　　仁敦 佐藤　　正人 新　　　隆文
31 S.56（1981）年卒 荻田　　健之 福島　　　聡 布施　　浩之 梶原　　靖友 内匠屋　　健
32 S.57（1982）年卒 町野　　素久 横江　　資友 梅田　　幸彦 鈴木　　　厚 伊勢　　　学

名 誉 会 長 髙橋　　郁夫	（校長）
会 長 松下　　賢次	（21期）
副 会 長 大塚　　　彰	（主事）

金子　　博志	（20期）　情報管理・広報担当
金森　　　悟	（27期）　財務・企画担当
大舘　　　信	（28期）　総務担当（兼事務局長）

幹 事 長 内山　　洋一	（21期）
副 幹 事 長 相田　　英文	（29期）
事 務 局 長 大舘　　　信	（28期）　兼務

事務局幹事 坂上　　隆彦	（23期）　総務担当
宇野　　　宏	（35期）　総務担当
大澤　　宏樹	（35期）　企画担当
矢下　　健二	（35期）　企画担当
天野　　徳雄	（36期）　財務担当
田内　　久晴	（37期）　企画担当
大久保佐太郎	（55期）　広報担当

会 計 監 事 原田　　　薫	（15期）
増山　治一郎	（17期）

■役員■

顧 問 櫻井　英太郎（１期）　龍野　　和久（１期）　宮田　　　勝（５期）　多田　　　毅（７期）
五老　　輝彦（９期）　品川　　雅貴（12期）　本橋　　重夫（15期）　鹿野　　元章（16期）
西村　　孝一（17期）　中村　　弘司（23期）　山﨑　　嘉正（26期）

特 別 顧 問 阪東　　宗文（16期）　増山　治一郎（17期）

■顧問■
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編　輯　後　記

　今年も沢山の原稿をお寄せ下さいまして、有
り難う御座いました。年々お送り戴く原稿の量
が増えているのを感じております。活発な同期
会活動が行われているのだなぁと、思うこの頃
です。
� （編輯担当・大久保）

33 S.58（1983）年卒 小玉　　　裕 河野　　　潔 青木　　　勝 本多　　関雄
34 S.59（1984）年卒 大内　　正博 山下　　　孝 古長　玄一郎
35 S.60（1985）年卒 須佐美　文忠 昌谷　　健司 岩瀬　　克也
36 S.61（1986）年卒 阿部　　元雅
37 S.62（1987）年卒 鍋島　　康友 永田　　博詳 植島　　博之 原田　　純一
38 S.63（1988）年卒 知久　　康成 中里　　栄基 金子　　隆則 荒瀬　　光宏
39 H.1（1989）年卒 丸山　　和紀 田中　　浩樹 大西　　重夫 鈴川　　智徳
40 H.2（1990）年卒 井上　　晴生 税所　　篤史 甲斐　　正英
41 H.3（1991）年卒 柏木　　　徹 三田　　貴良 須田　　光貴 
42 H.4（1992）年卒 安　　　重煥 小島　　　圭 御山　　義明 大澤　　康算
43 H.5（1993）年卒 藪原　　一暁 高松　　智之 田口　　　錬
44 H.6（1994）年卒 宮田　　真詩
45 H.7（1995）年卒 若松　　洋雄 小山　　　一 小川　　　圭
46 H.8（1996）年卒 谷口　　　剛 川崎　　　聡
47 H.9（1997）年卒 小寺　　俊且 谷　　　嘉康 森　　　茂之 西本　　祥仁 濱岡　　勇介 小林　　　圭
48 H.10（1998）年卒 亀山　　雄高 黒川　　真行 寺西　　富広
49 H.11（1999）年卒 石川　　　快 廣江　　安彦
50 H.12（2000）年卒 髙岡　　　功 徳田　　征之 小林　　敬英 齋藤　　　収
51 H.13（2001）年卒 石井　　強太 森川　　　渉 浅岡　　良彦 治田　　和明
52 H.14（2002）年卒 毛呂　淳一朗 渡邉　慶太郎
53 H.15（2003）年卒 森岡　　多門 林　　　　憲
54 H.16（2004）年卒 塚本　　大夢 中川　　雅之
55 H.17（2005）年卒 池端　　俊太 小泉　　貴史
56 H.18（2006）年卒 大久保　匠馬 若林　　隆晃 横澤　　慶太
57 H.19（2007）年卒 和田　　　亮 時田　亜希夫
58 H.20（2008）年卒 宮山　　　明 佐藤　　友紀
59 H.21（2009）年卒 箱﨑　　勇人 本多　　清礼
60 H.22（2010）年卒 岡田　　哲哉 中込　　健太 工藤　　雄太
61 H.23（2011）年卒 井上　　裕紀 富澤　　直嗣
62 H.24（2012）年卒 荒木　　謙人 岡本　　尚之
63 H.25（2013）年卒 星野　真瑠也 星野　　宏太 加藤　　将平 椎名　　翔平
64 H.26（2014）年卒 市川　　広大 巽　　　祐一 池上　　太悟 亀倉　　　玲 森　　　大和
65 H.27（2015）年卒 秋田　　雅信 友野　　雅樹
66 H.28（2016）年卒 小林　　　翔 恩田　　真希

●vol.

■クラブ幹事■
硬式庭球部　田中　　真介（17期）
バ レ ー 部　進藤　　英典（23期）
バスケット部　木村　　尚敬（37期）
枇 杷 の 会　深瀬　　啓司（15期）

硬式野球部　小川　　光二（17期）
ホッケー部　菅野　　芳哉（29期）
サッカー部　中村　　直人（38期）
ワ グ ネ ル　山浦　　元気（61期）

卓 球 部　浅生　　　潤（23期）
弓 術 部　小宮　　雄造（30期）
ス キ ー 部　渡辺　　一仁（51期）
ワ グ ネ ル　南　　　琳太（61期）

＜訃報＞
千葉　宗雄君（会計監査13期）
　謹んでご冥福をお祈りいたします
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